
と…商量i∋
まちのうごき

人ロ6，024人．一11

　男　2，904人1－4

　女　　3，120人．一7

世帯数1，759戸・一2

　平成2年1月1日現呑

　　　　は七手前il比

資催と自覚豊も，で

平成2年

2
第464号

　　　　　　　　　　”威人式ω

　り月4E］、成入式が中央公民館で行われ＼97名が大人の伸間入り

をしました。

　当1ヨ、式典では新成人者証書が手渡された後＼町長をはじめとす

る諸先輩方からお祝いの言葉を受けました。

　また式の終了後、新成人者による意見発表会が行われ、矢野哲さ
君（罵言）と寺田美恵さん（鶴野内）が20歳の決意を述べました。

　　　　　　ふるさとに帰り来りてまつ聞くは

　　　　　　　　　　　　　　かの城山の時告ぐる鐘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
．

　
平
成
二
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
一
．

　
申
告
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
、
別
表
の
日
程
に
よ
り

各
地
区
ご
と
に
受
付
け
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
．
一
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
．

申
告
は
も
れ
な
く

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
は
も
ち

ろ
ん
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
基

礎
と
な
り
ま
す
．
怠
る
と
、
所
得
証

明
書
の
発
行
や
児
童
手
当
の
判
定
、

福
祉
年
金
の
受
給
な
ど
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
所
得
の
な
い
人
も
、
も
れ

な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
一
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
も
必
ず
申
告
し

て
く
だ
ざ
、
い
，

申
告
の
要
領

　
申
告
の
と
き
に
持
参
す
る
も
の

0
じ
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
．
（
あ
ら
か
じ

め
申
告
計
算
書
を
配
布
し
ま
す
の
で

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
一
．
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
旦
里
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出
荷
証

明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
．
．
（
各

蚕
期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
。
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
入
は

元
年
中
の
年
金
支
払
通
知
書

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
．
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
．
　
（
家
計
簿
・
日
記

・
ノ
ー
ト
類
）

騨

殺
一馬

ｵ
、

O

・

、
0

⑨
平
成
元
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
1
1
一
算
入
さ
れ
る
も
の
．

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
リ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
密
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）

及
び
生
命
保
険
料
の
領
収
書

所得税

⑭
印
か
ん

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
い
て
く
だ
さ
い
．
．

確
定
申
告
は
正
し
く

嘱
ン

口
2
月
2
7
日
・
2
8
日

　
　
役
場
講
堂
で

　
平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
が
、
税
務
署
は
遠
方
で

す
の
で
、
本
町
で
は
次
の
日
程
で
納

税
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す

▽
期
日
　
2
月
2
7
日
・
2
8
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
役
場
二
階
講
堂

確
定
申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
．
一
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
書
類
に
目
を
通
し
、

必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
．

　
当
日
申
告
を
し
な
い
と
、
延
岡
税

務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
音
重
く
だ
さ
い
一

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
．
、

㊦
事
業
所
公
等
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額
の
合

計
額
を
超
え
る
と
き
．
．

2
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所

得
の
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
と

き
、
〔
二
十
万
円
に
は
、
肉
用
牛
の
売

却
に
よ
る
免
税
所
得
も
含
ま
れ
る
）

③
給
与
所
得
者
で
二
ヵ
所
以
上
か
ら

給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る

給
与
の
収
入
金
額
と
そ
の
他
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
・
え

る
と
き
．
．

、
つ

こ“、
つ

と町報B｝平成2年2月号

所
得
税
の
還
付
申
告

　
一
年
間
の
所
得
1
1
ト
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
予

定
納
税
で
既
に
納
め
て
い
る
税
金
の

平成2年度町県民税・国民健康保険税申告相談日程表別表

方
か
多
く
な
r
．
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
．
　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
納
め
過
ぎ
た
所
得
税
が
還

付
戸
払
戻
し
）
さ
れ
ま
す

（
↓
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
、

（
源
泉
徴
収
票
が
必
要
）

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
．
べ
必
要
書
類
は

雑
損
控
除
一
損
失
の
金
額
を
証
す
る

も
の
。
医
療
費
控
除
／
領
収
書
、
通

院
証
明
書
。
住
宅
取
得
控
除
一
家
屋

の
登
記
簿
謄
本
、
新
築
工
事
請
負
契

約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民
票
抄
本
、

金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係
る
融

資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
重
日
）

③
年
金
及
び
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
末
調
整
が
あ
り
ま
せ
ん
．

所
得
税
の
還
付
の
必
要
な
人
は
申
告

が
必
要
で
す

月　　日　1　　1　時　　　間

@　　　：日 区　名　　　組　　合　　名

　
　
会
　
　
　
　
　
場
：

　　　　　　　　　　　　　　御X：30～12：00．　　　樹下1・2・又中・又上・住宅　…

2月14日1水

@　　　1

　　　　　　　小野田
P3：00～15：00i　　　大谷・小野田1・2

役場講堂
T

15日 木 10：00～12：00　下渡lll区　全　域　　　　　　　　下渡lll地区集会施設

　　1
P6司金　　1

9：30～11：0d　　下洗・一二　　　　児洗集会所
越
　
表
…

13：30～15：00…　　　：中水流・田口八ツ山　　　…越表生活改善センター

19日i月 9・3・一12……田野 区　全　域　　　　　　　　1田野地区集落センター　　　　　　　　　　　　1

　　；

Q0日

9：3ト12：00： 東石原・西石原・本村　　　…　　　　　　　　　　　　i

火
　
i 13：00～15：00

坪
　
谷
；

赤井笠・上野原　　　　　；

水1

19：3ト12：00旨 不二・多占ノ木・瀬平
坪谷地区多目的集会施設

h
I

21日

ユ3：00～15：00

1　　　　”

市谷原・市谷川崎

9：30～12：00 ［野々崎・深谷
仲深地区集落センター22日 木

13：00～15：00

仲　深：

@　　1
；下仲瀬・久居原・下水流

9：30～11：30
　　　r
ｪ重原1区　全　域 八重原公民館

23旧 金
13：30～15：00 迫野内陣内漉瀬

9：30～12：00
　　2

V

東下・東上

1迫野内公民館

奄
h

26日 月
13：00～14：30 西谷

27日 火 9：00～16：00

　　　　　　　　　　　　　　1町内全域　確定申告義務者　　1役場講堂　　　　　　　　　　　　　　1

28日 水 9：00～16：00

9：30～12：00 大工野・おもだか
大工野地区集落センター3月1日 木

13：00～15：00

鶴野内
山内・中山

2日 金 9：30～12：00 〃 前田・中水流・下村 鶴野内公民館

9：30～12：00

羽　坂
井尻・深瀬・日ケ道・樋田

羽坂生活改善センター5日 月
13：00～15：00 硯野・羽坂・沖ノ水流・小長野

9：30～12：00 仲野原1・2・3
6日 火

13：00～14：30

福　瀬
出口

仲野原3公民館

9：30～12：00

〃

1臣村1・2・3

7日 水
13：00～14：30

1
下
村
・
鳥
川
1

福沸公民館
P

9：30～12：00

〃

i日田尾・鵜山木　　　　　　…

8日 木
13：00～14：30 Il広瀬　　　　　　　　　　…

ig：30～12：｛〕0 1庭田・長崎　　　　　　　　…

庭田公民館9日　金
13：00～15：00

寺　迫ト

@　　i
ト中尾・吉牟田　　　　　　i

2　　　9：30～12：00

〃

1寺迫・山ノロ　　　　　　　…

12日　月

@　1
i13：00～14：30 …落鹿　　　　　　　　旨

寺
迫
公
民
館
ヨ

13日 火 9：00～16：00 町内全域．各駆紳告できなかった劃1斐身離
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一
億
円
は
こ
う
使
い
ま
す

　
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
」
と
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
費
一
億
円
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

参
考
に
論
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
十

二
月
定
例
講
…
会
で
次
の
と
お
り
使
う

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
．
．

1
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
設
置

　
　
　
〔
＝
千
万
円
〕
（
六
月
議
会
で
決
定
）

　
町
内
の
小
学
校
区
（
五
地
区
）
に

設
置
す
る
．
既
成
の
音
楽
と
は
別
に
、

牧
水
生
誕
の
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、
牧

水
の
代
表
的
な
歌
を
各
地
区
一
曲
す

つ
組
み
込
み
、
時
報
と
合
わ
せ
牧
水

に
親
し
む
こ
と
が
ね
ら
い
一

2
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
の
基

　
　
金
設
置
〔
六
千
万
円
〕

　
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
た
め
の
財
源
に
す
る

た
め
、
次
の
基
金
を
設
置
し
て
こ
れ

を
基
本
に
さ
ら
に
充
実
化
し
て
、
そ

の
運
用
益
で
事
業
を
行
っ
て
い
く
、

工
人
材
育
成
基
金
〔
三
千
万
円
〕

　
後
継
者
と
し
て
熱
意
の
あ
る
人
を
、

町
内
、
国
内
外
の
視
察
研
修
、
技
術

研
修
に
参
加
さ
せ
将
来
の
担
い
手
と

し
て
養
成
す
る

2
特
産
品
開
発
基
金
〔
二
千
万
円
〕

　
本
町
の
特
性
、
地
域
性
に
適
合
し

「
ふ
る
さ
と
創
生
」

た
新
た
な
産
品
を
研
究
、
開
発
し
て

い
く
．

3
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
二
干
万
円
〕

　
特
産
品
等
の
流
通
対
策
、
市
場
開

拓
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
産
者
グ

ル
ー
フ
の
育
成
、
民
主
団
体
の
活
動

助
成
等
キ
二
二
っ
て
い
く
．
．

3
、
文
化
財
保
存
育
成
〔
六
百
万
円
〕

　
町
内
の
三
地
区
の
臼
太
鼓
踊
り
の

衣
装
、
用
具
等
を
整
備
し
て
、
保
存

育
成
を
図
る
．
一

4
、
観
光
協
会
出
費
〔
三
千
万
円
〕

　
観
光
施
設
の
管
理
運
営
を
町
の
観

光
協
会
に
全
面
委
託
す
る
に
伴
い
、

観
光
協
会
へ
の
出
資
を
行
い
基
盤
の

強
化
充
実
を
図
る
．
．

　
以
上
合
計
一
億
一
若
六
百
万
円
の

事
業
費
と
な
り
ま
し
た
．
．

公
職
選
挙
法
が
載
震
さ
れ
政
治
家
の

寄
附
ほ
罰
則
を
壱
O
て
禁
止
さ
れ
ま
も
た

　
第
百
十
六
回
国
会
で
、
「
公
職
選

挙
法
一
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
十
二

月
レ
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
　
今

回
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
と
選

挙
の
公
正
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、

寄
附
の
禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
で
す

　
こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二
月
一

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

　
、
1

政
治
家
〔
候
補
者
、
候
補
者
と

金のかからない

政治・選挙のた

めに寄附禁止の

ルールを守りま

しよう。

祭りの寄附

な
ろ
う
と
す
る
者
お
よ
び
現
に
公
職

に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す

（
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
で
の
視
儀
、
政
治
家
本
人

か
自
ら
出
席
す
る
葬
式
や
通
夜
で
の

香
典
、
は
除
く
．
．
｝

2
、
有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い

は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
．

3
、
政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

；

、
隔

、
「

竃

．
r
’
・

τ

著

．
ン
赫

罰．

　
’
罫

’

葬式の花輪や香典

ま
す
．
．（
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
）

4
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の

あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ

ま
す
．
．

5
、
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
、

※
1
、
2
、
4
お
よ
び
5
に
よ
／
．
て

処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止
の
対

象
と
な
り
ま
す

羅量
．
餅

国
民
年
金
・
厚
生

年
金
受
給
者
の

　　

@　

@
皆
さ
ん
へ

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
法
律
が

改
正
さ
れ
、
年
金
額
の
引
上
げ
が
平

成
元
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
上
げ
後
の
新
し
い
年
金
の
支
払

い
は
二
月
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
元
年
四
月
過
ら
の
差

額
分
（
表
の
と
お
り
）
に
つ
い
て
も

同
時
に
支
払
わ
れ
ま
す
，

　
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い

年金の種類　…差額の支払対象月　！　支払日

　　　　　　1窓喧@国民年金E元年4肘1月8・目分…轍2年2月15日

静態国女…元年4月一10月胡分…平成2年2月15・

金．
@福祉年金…元年4月～11月8￥月日　平成2年2月15日　　　　　　1

厚生年金　…元年4月～10月7ヶ月分…平成2年2月！日

※福祉年金の差額分支払いは国民年金特別辻告により支払われます。

※1享生年金のうち郵便局の現金払い　窓［」訂、だ汁か平成2年2月13

　日になります．

、
つ

こ“
・
つと報町平成2年2月弓一P

∂

冑
少
年
健
全
育
成
大
会

で
意
見
艶
表

　
1
1
月
1
日
、
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で

青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
催
さ
れ
、

県
内
の
各
地
区
代
表
八
名
が
意
見
発

表
を
行
い
ま
し
た
、

　
本
町
か
ら
は
、
東
臼
杵
郡
大
会
の

意
見
発
表
で
最
優
秀
賞
に
な
っ
た
新

名
二
代
さ
ん
（
羽
坂
）
が
出
場
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
．
、

胃
年
と
し
＝

　　

l
巡
る
こ
と

新
　
名
　
幹
　
代

　
私
は
、
時
々
ふ
と
考
え
ま
す
、
「
私

の
生
ま
れ
育
ズ
．
た
東
郷
町
は
、
輝
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
．
．
」
と
．
．

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
我
が
東

郷
町
は
、
耳
川
河
口
近
く
で
日
向
市

に
隣
接
す
る
都
市
近
郊
型
山
村
で
す
．
．

「
ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
山
の
か
な
し

さ
よ
秋
も
か
す
み
の
た
な
び
き
て
お

り
一
若
山
牧
水
の
故
郷
で
あ
る
こ
の

町
に
は
、
牧
水
の
生
家
、
記
A
．
心
館
が

あ
り
、
近
年
、
牧
水
公
園
、
牧
水
庵

キ
ヤ
ン
．
フ
場
、
流
れ
る
ア
ー
ル
、
多

目
的
研
修
施
設
が
で
き
ま
し
た
．
一
こ

こ
数
年
、
む
ら
お
こ
し
、
地
域
の
活

性
化
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
人
口
六
千

四
百
人
あ
ま
り
の
こ
の
町
に
と
っ
て

そ
れ
は
た
や
す
い
こ
と
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
す
が
。

　
東
郷
町
で
は
現
在
、
十
八
歳
以
上

三
十
歳
未
満
の
青
年
た
ち
が
三
百
六

十
八
名
い
ま
す
、
そ
の
中
で
青
年
団

協
議
会
に
登
録
し
て
い
る
人
は
寄
目

い
る
と
思
い
ま
す
か
．
．
わ
ず
か
八
十

七
名
に
す
ぎ
ま
せ
ん
、
そ
し
て
こ
の

会
員
が
一
同
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と

は
、
ス
ボ
；
ツ
行
事
以
外
皆
無
と
い

っ
て
い
い
の
で
す
，
な
ん
と
も
情
な

い
こ
と
で
す
。
も
っ
と
文
化
的
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
郷
土
を
見

つ
め
自
分
を
見
つ
め
て
、
他
の
人
と

の
交
流
を
図
る
べ
き
で
す
．
一
ま
た
、

次
の
世
代
を
担
う
子
供
達
に
青
年
団

の
存
在
と
活
動
の
根
を
う
え
つ
け
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
一
．
何
の
目

的
も
な
く
生
活
す
る
だ
け
で
は
、
何

と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私

は
な
ん
と
か
青
年
団
活
動
を
活
発
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
一
私
た
ち

が
火
付
け
役
に
な
っ
て
活
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
も
徐
々
に
活
性
化
・

し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
、

こ
れ
か
ら
の
東
郷
町
を
創
っ
て
い
く

の
は
、
私
た
ち
青
年
な
の
で
す
．
．

　
青
年
団
員
な
ら
だ
れ
し
も
青
年
団

に
は
何
か
し
ら
目
的
を
持
っ
て
入
っ

て
い
ま
す
．
．
青
年
団
活
動
を
通
じ
て

何
か
を
見
つ
け
る
人
も
い
ま
す
。
し

か
し
現
在
で
は
、
青
年
団
に
入
ら
な

く
イ
、
も
自
「
分
で
、
や
り
た
い
こ
と
々
一
見

つ
け
る
場
（
例
え
ば
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）

が
周
り
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
青
年

の
学
習
要
求
に
応
え
得
る
施
設
及
び

条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
個
々
の
青
年
の
学
習
要
求
の
充

足
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
住
む
青
年

と
し
て
「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
よ

り
ょ
く
し
よ
う
一
と
い
う
よ
う
な
意

識
を
高
め
行
動
す
る
こ
と
が
今
一
番

求
め
ら
れ
て
い
る
姿
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
、

　
昨
年
の
十
】
月
、
私
の
地
区
で
は

何
年
か
ぶ
り
に
秋
祭
り
の
余
興
で
地

芝
居
を
し
ま
し
た
　
青
年
の
だ
れ
も

が
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
九
月
か

ら
計
画
を
立
て
三
ヶ
月
間
練
習
し
ま

し
た
。
O
B
の
協
力
を
得
て
、
そ
の

当
日
は
予
想
も
し
な
い
程
盛
況
で
し

た
．
、
や
り
終
え
た
時
は
感
無
量
で
し

た
．
．
私
た
ち
は
一
つ
に
な
っ
た
の
で

す
。　
今
年
の
夏
、
こ
れ
も
初
め
て
の
試

み
で
、
小
学
生
を
対
象
に
映
画
会
を

し
ま
し
た
．
一
連
絡
は
不
十
分
だ
っ
た

の
で
す
が
、
公
報
車
で
回
っ
た
せ
い

か
三
十
入
以
上
の
子
供
達
が
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
反
省
す
る
点
は
あ

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
成
功
し
ま
し

た
。
私
が
小
学
生
の
頃
、
青
年
の
人

た
ち
が
盆
踊
り
を
教
え
て
く
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
．
．
こ
の
子
供
達

が
青
年
に
な
っ
て
こ
の
町
に
残
’
．
た

時
、
「
．
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
あ
ん
な
こ

こ生
4／L

濯

と
・
も
あ
っ
た
な
．
」
と
…
見
・
え
げ
」
い
イ
、
く

れ
た
ら
，
そ
し
て
今
度
は
自
分
達
が

子
供
達
の
た
め
に
と
次
々
に
バ
ト
ン

を
渡
し
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
、
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
．
．

　
町
が
輝
や
く
か
、
輝
や
か
な
い
か

は
私
達
青
年
に
か
か
っ
て
い
ま
す
、

最
初
は
小
さ
な
事
か
ら
で
い
い
の
で

す
。
　
】
つ
の
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み

る
。
青
年
が
呼
び
か
け
る
、
す
る
と

回
り
も
何
と
か
対
応
し
て
く
れ
る
．
．

多
少
、
度
を
は
ず
し
た
こ
と
を
し
て

も
い
い
の
で
す
。
若
い
の
で
す
か
ら
一

　
私
は
改
め
て
自
分
を
見
直
し
、
郷

土
を
見
直
す
こ
の
よ
う
な
機
会
が
与

え
ら
れ
て
と
て
も
幸
運
で
し
た
。
と

り
か
え
し
の
つ
か
な
い
人
生
、
私
は

今
を
大
切
に
し
、
今
で
き
る
こ
と
を

や
り
ま
す
．
一
他
の
仲
間
達
と
と
も
に
．
．

荏
機
な
ど
に
は
ア
ー
ス
線
を

　
　
正
し
く
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う

　
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
な

…
ど
の
電
気
機
器
を
、
水
気
の
あ
る
と

…
こ
ろ
や
屋
外
で
ご
使
用
に
な
る
と
き

㎜
は
、
ア
ー
ス
線
を
取
り
つ
け
る
こ
と

…
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

　
ア
ー
ス
線
は
、
電
気
機
器
が
万
一

…
漏
電
し
て
も
、
電
気
が
大
地
に
流
れ
、

…
感
電
事
故
を
防
ぎ
ま
す
の
で
、
電
気

…
工
事
店
に
依
頼
し
て
、
ア
ー
ス
線
を

…
正
し
く
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う
．
一

・o　⑦⑦日8
00　D　　　9　、

（　　〆「

怐@e

､

り

d

（
財
）
九
州
電
気
保
安
協
会
…
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卜
二
月
レ
し
日
、
町
及
ひ
教
育
委

貝
会
主
催
に
よ
る
一
百
姓
一
揆
の
旅
一

が
行
わ
れ
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
．
兀
禄
三
年
延
岡
藩
の
悪

政
に
堪
え
か
ね
て
、
坪
－
谷
・
山
陰
の

ド
日
姓
f
四
百
二
十
二
人
が
村
を
捨

て
高
鍋
藩
へ
集
団
逃
散
し
た
「
山

陰
百
姓
一
揆
一
か
ら
、
ヘ
ー
年
か
三
百

年
に
あ
た
る
た
め
、
そ
の
記
八
．
心
行
事

と
し
て
そ
の
時
の
逃
散
状
況
を
再
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
祖
先
の
当
時
の

逃
散
心
境
皮
び
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
当
日
は
、
最
年
少
者
佐
藤
勇
樹
君

〔
四
歳
・
鶴
野
内
）
か
ら
最
高
齢
者

策
野
ユ
キ
エ
さ
ん
（
六
レ
托
歳
・
坪

谷
）
ま
で
総
勢
百
工
レ
六
名
が
参
加

し
、
全
手
か
完
歩
し
ま
し
た

レ
参
加
者
を
9
班
に
編
成
し
て

　
　
さ
あ
出
発
！

畢
　
今
回
参
加
し
た
小
学
生
二
名
か
ら

感
想
文
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
．
、「

一
日
で
十
八
キ
ロ
歩
い
た
」

　
　
　
　
福
田
小
金
丸
め
ぐ
み

　
今
日
は
歩
こ
う
会
病
、
、
百
姓
一
揆

の
道
を
歩
い
て
み
ま
し
た
．

　
最
初
か
ら
き
つ
い
道
で
、
ば
て
ば

〆
、
で
し
た
　
や
／
．
と
歩
き
終
’
．
た
気

が
し
ま
す
　
足
に
は
水
ぶ
く
れ
か
で

き
て
、
歩
く
の
か
や
ズ
．
と
で
し
た
，

で
も
、
が
ん
ば
∫
．
た
し
、
｝
う
こ
に
水

ぶ
く
れ
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
．
．

　
こ
ん
な
活
動
に
進
ん
で
参
加
し
た

か
ら
、
昔
の
人
達
に
一
歩
で
も
近
づ

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
．

レ
当
時
の
姿
も
再
現

　
　
　
　
　
し
ま
し
た

　
”
似
合
っ
て
る
一
7
ゲ

諦
畢

　　　認

γ

「
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
」

　
　
　
　
　
福
瀬
小
新
名
麻
美

　
朝
か
ら
今
日
は
、
わ
た
し
た
ち
の

祖
先
が
お
こ
し
た
山
陰
百
姓
一
揆
の

道
を
歩
き
ま
し
た

　
最
初
、
細
い
道
や
急
な
坂
な
ど
が

あ
　
．
〆
、
、
つ
か
れ
ま
し
た
．
で
も
私

た
ち
の
祖
先
は
も
’
．
と
疲
れ
た
と
思

い
ま
す
．

　
ワ
て
れ
は
、
馬
な
ど
キ
一
引
い
て
こ
の

道
を
歩
い
た
と
い
う
か
ら
で
す
　
そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
わ
た
し
た
ち

は
ま
だ
っ
か
れ
1
、
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
、

　
即
帥
｛
農
町
に
つ
い
た
ら
、
た
ノ
＼
ざ
、
ノ
ん

の
人
た
ち
が
は
く
f
を
し
て
く
れ
ま

一
）
た
．
　
こ
の
叫
但
’
想
歩
い
〆
、
…
阻
先
の
皿
古

し
み
か
わ
か
／
．
た
よ
う
で
す
、

レ
険
し
い
道
が
延
々
と
続
き
ま
す

　
　
　
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

畢
ぐ
や
っ
と
終
点
！

　
疲
れ
の
中
に
も
充
実
感
が
…

⇒

殉
．
壌
ず
コ

撃
㍉
》

鯉
擁

奮
畢
ロ

レ
町
道
に
出
た
ら
空
き
缶
を

　
拾
い
な
が
ら
．
．

　
　
み
ん
な
で
き
れ
い
に
ネ
！

、
つ

こ“
・
つ町 報　　とコ弔成2年2月号

　　　▼ノ1・野liE（1部）が3部1181独1占～消防出初式～

　1月5日、消防出初式が町総合グラウンドで行われました．

当日は、町内の12の部が出場し、規律言［ll練と・J・型ボンフ発水競技に日頃の訓練の成果を競いま

した．結果は次のとおりです，

　〔総合の部〕優勝・J・野田（1部）・2位鶴野内〔8部）・3位田野（lO部）

奪、㍉

馨醸£．卍
　ひ襲⊇一…嚢

〔操法の部〕優勝小野田11部

2位田野（10部）・3位鶴野

内〔8音D

〔小型ポンプ三水競技の部〕

幽」紬紬，
ロ　　　　　　き

i卜i

iピi
レ　　　　　く

1“ヅi

き　　　　　り

；クi
ウ　　　　　モ

iスi
｝　　　　　噸
㌧Ψ．陣，門帰，‘

優勝小野田11部｝・2f立ノ曳重原／9部1

3位田野（10部）

譲

　　　▲ふるさとの～。　八イ！
　第16回牧水かるた大会が、1月6日、町中央公民館で

行われました．

　大会には、町内の・」・学校から25チーム125名、中学校か

ら15チーム75名か出場して、団体戦と都入戦に熱戦を繰

り広げました，優勝は次のとおりです，

〔団体戦〕　　　　　　　　〔個人戦〕

小学校の部　東郷小Aチーム　小学校の部　新名麻美福瀬小

中学校の部　東郷中Aチーム　中学校の部　荒砂隆文坪谷中

　　b▼今年もやって来た
　　　　　　　　　～仲深青年サンタクロース～

　12月25日のクリスマスの夜に、恒例となったf中深青年

団によるクリスマスプレゼントの配布が行われました．

　これは、サンタにふんした青年か各’家庭を回り、両親

に預ったプレゼントを子供たちに手渡すというものです

が、今年からは小野田の青年団も行っているようです．

ゴ豪＝
獄

　▼婁
デし叢

＼善砿L
角
ズ㌧

劉

　
　
　
　
飼
鰯
⑳
池
㊥
侶
濁
動

小
中
中

瀬
谷
郷

福
坪
東
　
　
仲
三
組
合
森
山
会

美
文
真

弓
縫
田
畑
瀬
仲
三
組
合
で
は
、
青
壮
年
約

新
馬
椎
属
名
で
森
山
会
と
い
う
会
を
つ
一
つ

ほ
　
　
に
ド

賠
嬬
　
　
て
地
域
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

　
　
　
ま
す
が
、
正
月
前
に
は
、
各
家
庭
か

　
　
　
ら
出
る
不
燃
物
等
を
ま
と
め
て
ダ
ン

ム
ム
　
　
フ
カ
ー
で
捨
て
に
行
く
奉
仕
作
業
を

一
　
一

妊
妊
　
　
行
い
、
「
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
等

防
沖
　
　
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

姐
男
東
東
　
　
ま
た
、
ゴ
ミ
収
集
場
所
の
整
備
や

部
部
　
　
桜
の
苗
木
の
植
栽
な
ど
環
境
づ
く
り

の
の
　
　
に
も
力
を
入
れ
、
地
域
の
た
め
に
活

　
　
　
動
し
て
い
ま
す
、

4
中
　
　
　
　
　
　
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

石
塀
を
巡
ら
す
庭
に
安
ら
ぎ
て
住
ま

ふ
と
か
げ
吾
と
行
き
あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

コ
ス
モ
ス
の
ゆ
れ
い
る
川
原
に
手
を

貸
し
て
試
歩
せ
し
夫
は
永
遠
に
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

投
票
の
我
が
一
票
が
勝
敗
の
決
め
手

と
も
な
ら
ん
と
真
剣
に
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

一
勺
の
甘
藍
の
苗
假
回
し
て
定
植
近

し
苗
の
健
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

赤
い
羽
根
募
金
業
務
に
係
わ
り
て
体

育
祭
の
庭
廻
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



1成2年2月号
・
つこ、

つ
と報田丁

　　い　い　

温点i

な描i
b（100）i

　　§＿配＿＿＿＿編

　
冊
子
県
議
会
議
長
を
二
期
、
日
向

巾
長
＝
三
つ
と
め
た
藤
封
満
義
君
は
、

昭
和
四
一
1
1
年
九
月
一
日
逝
去
、
日

向
市
名
言
市
民
、
ま
た
動
四
等
瑞
士

学
の
杖
動
を
受
け
、
九
月
↓
一
日
全

市
民
に
借
ま
九
げ
、
盛
人
な
る
巾
民
葬

の
．
禾
，
ひ
を
つ
け
た

　
篠
封
君
は
、
手
弄
山
陰
羽
坂
に
て

明
而
二
一
瓦
年
↓
月
二
」
1
し
日
学
ま

九
、
東
郷
小
守
枝
高
等
科
を
私
達
と

　
楮
に
Y
卑
し
た
同
齢
牛
て
あ
る

’つ

Z
ひ
み
こ
、
　
兀
由
岱
郷
町
…
民
卑
木
杯
一
美

君
も
同
塵
4

　
藤
君
君
の
母
は
カ
メ
さ
ん
と
一
口
い
、

父
乃
助
さ
ん
は
晶
局
町
亀
崎
よ
り
婿

養
f
と
し
て
迎
え
り
れ
た
人
て
し
た

か、

ｵ
電
導
二
郎
さ
ん
と
の
折
合
か

曹
く
、
暖
月
君
か
、
胃
畠
小
了
枝
時
伏

に
実
家
へ
扁
ら
荘
’
、
い
る
　
そ
ん
な

外
庭
事
置
旧
の
た
め
に
、
祖
父
儀
＝
，
郎

さ
ん
と
母
カ
メ
さ
ん
に
よ
．
’
．
て
養
育

さ
赴
た
　
儀
三
郎
さ
ん
は
生
未
唄
国

か
す
く
れ
剛
直
て
実
⊥
茉
家
肌
の
人
て

ち
’
．
だ
こ
う
し
た
祖
父
よ
り
養
育
、

潮
曇
を
少
年
時
伏
に
つ
け
た
藤
井
君

の
手
記
か
あ
る
の
て
招
介
し
た
い

　
　
祖
父
を
語
る
　
藤
井
満
義

　
少
年
の
頃
の
私
は
、
年
老
り
っ
子
の

常
て
気
か
弱
く
、
四
き
虫
た
っ
た
　
そ

九
は
、
父
と
祖
父
と
の
小
和
か
ら
く

る
家
庭
の
脂
さ
に
よ
る
事
も
大
き
い

原
囚
て
あ
〆
．
た
　
好
人
物
の
父
と
、

気
性
か
激
し
く
イ
，
コ
ク
な
と
こ
ろ

の
あ
っ
た
祖
父
は
こ
と
ご
と
く
対
立

し
、
い
か
み
合
’
．
て
い
た

　
思
い
返
し
て
み
る
と
、
f
供
の
頃

伸
ひ
伸
ひ
と
明
る
さ
に
欠
け
て
い
た

私
か
、
竹
動
的
て
健
康
な
明
る
い
附

格
に
な
∫
．
た
の
は
、
宮
崎
農
学
枝
1
1
卜

入
学
し
て
か
ら
た
っ
た

　
家
庭
の
牛
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

同
年
の
発
ら
つ
と
し
た
友
達
を
得
て
、

日
常
生
活
を
一
変
し
乃
歩
積
歓
的
に

な
r
．
た

　
そ
ん
な
私
に
世
の
中
に
対
す
る
眼

を
開
か
せ
た
の
も
祖
父
て
あ
っ
た

休
暇
て
東
郷
村
に
帰
る
と
祖
父
は
私

に
遊
ん
で
い
る
事
を
さ
せ
す
、
山
産

物
の
椎
錆
、
マ
ユ
等
の
仲
買
を
命
し

た
り
、
ま
た
、
久
留
研
の
反
物
を
背

負
わ
せ
て
行
商
に
歩
か
せ
た
　
そ
九

か
祖
父
の
教
育
方
斜
て
あ
っ
た

　
反
物
を
背
負
っ
て
家
々
を
廻
る
私

に
、
村
の
人
達
の
眼
は
暖
か
た
っ
た

・
て
れ
は
～
供
の
頃
・
μ
き
虫
た
∫
．
た
私

に
村
の
人
々
か
「
む
そ
な
け
一
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
せ
い
か
も
し

れ
な
い
　
と
に
か
く
そ
ん
な
わ
け
て

i
h
堵
の
少
年
に
し
て
は
商
売
の
収

八
は
多
く
、
私
は
行
商
か
楽
し
か
っ
た

　
こ
の
経
験
は
私
の
後
半
に
大
い
に

役
立
ズ
ノ
た

　
祖
父
は
故
あ
っ
て
本
家
よ
り
分
家

し
て
、
も
つ
は
ら
事
業
に
若
い
皿
を

仕
き
利
殖
の
道
に
い
そ
し
む
よ
う
に

な
っ
た
　
後
年
私
に
語
っ
て
く
れ
た

一
　
　
〔
　
　
一
　
　
一
　
　
｛
　
　
｛
　
　
」
　
　
一
　
　
一
　
　
〔
　
　
臨
　
　
一
　
　
一

禰］
⑫
牧
水
歌
碑

日
向
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

〈
袖
島
御
鉾
ケ
浦
〉

教
育
長
　
渡
辺
邦
彦

ふ
る
さ
と
の
お
秀
か
菓
に
苧
枯
れ

む
海
に
む
か
へ
る
彼
の
岡
の
上
に

　
こ
の
歌
碑
は
お
秀
の
墓
の
あ
る
米

の
山
の
東
部
、
御
鉾
ヶ
涌
に
昭
和
三

一
六
年
七
月
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

　
甲
・
稲
田
大
学
芋
年
生
の
夏
休
み
、

汽
船
て
細
島
港
に
粘
着
し
た
牧
水
は

中
学
時
代
か
ら
の
友
人
鈴
木
財
蔵
、

日
高
ヒ
テ
と
三
人
て
細
島
の
海
岸
を

散
歩
し
ま
し
た
．
後
日
、
牧
水
は
坪

谷
か
ら
財
蔵
あ
て
に
、
そ
の
日
の
想

い
出
を
手
無
に
書
き
ま
し
た
．

　
「
磯
の
日
、
あ
あ
思
い
出
お
ほ
き

日
な
ら
ず
や
、
こ
こ
ろ
か
の
日
を
想

ふ
こ
と
に
何
処
と
も
な
く
ほ
の
か
に

松
の
嵐
波
の
ひ
ひ
き
の
通
ふ
を
覚
ゆ
、

か
、
明
冶
十
五
年
頃
－
ー
迂
路
て
骨
粉

製
造
を
手
か
け
、
一
時
は
活
況
を
呈

し
た
か
、
日
蕗
戦
争
頃
か
ら
原
料
不

足
て
、
以
後
精
米
業
を
始
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

｛
　
　
一
　
一
　
｛
　
一
　
　
　
　
一
　
一
　
〔
　
　
　
　
一
　
「

あ
あ
思
い
出
お
ほ
き
日
な
ら
ず
や
（

以
下
略
ご
と
あ
り
ま
す
そ
し
て
そ

の
文
中
て
、

　
海
の
声
ほ
の
か
に
き
こ
ゆ
磯
の
日

　
の
あ
り
し
を
お
も
ふ
そ
の
こ
ひ
し

　
さ
に

と
詠
ん
で
い
ま
す
　
こ
の
夏
の
日
の

想
い
出
か
い
か
に
牧
水
の
胸
に
強
く

残
る
も
の
て
あ
っ
た
か
か
つ
か
か
え

ま
す
　
日
高
ヒ
テ
は
細
島
の
廻
船
問
屋
紀

の
国
屋
の
娘
て
、
当
時
東
京
の
日
本
・

女
イ
人
英
文
科
の
学
生
て
し
た
．
ヒ

テ
は
文
．
字
を
た
し
な
み
、
外
国
語
も

達
者
な
い
わ
ゆ
る
文
字
少
女
て
あ
っ

た
よ
っ
て
す
　
一
京
し
た
後
も
、
お

匿
い
に
訪
ね
合
っ
て
文
学
や
人
生
を

語
り
合
い
親
し
く
し
て
い
た
よ
う
て

す　
と
こ
ろ
か
ヒ
テ
は
健
康
を
そ
こ
な

い
、
再
帰
か
ら
母
か
迎
え
に
未
て
東

京
を
⊥
り
ま
し
た
　
牧
水
は
新
橋
駅

て
ヒ
テ
を
見
込
り
ま
し
た
　
そ
の
碧

し
は
ら
く
し
て
ヒ
テ
の
死
去
か
知
ら

さ
れ
ま
す
　
ヒ
テ
は
大
阪
に
立
ち
寄

り
そ
こ
の
病
院
て
急
死
し
た
と
い
つ

の
て
す

　
牧
水
は
明
冶
四
i
四
年
ヨ
一
月
牙

八
日
付
の
書
簡
て
財
蔵
あ
て
に
一
君
、

爪
・
5
さ
ん
は
死
ん
だ
よ
　
佃
島
の
秀
さ

ん
は
も
う
こ
の
世
に
は
居
な
く
な
っ

た
よ
　
　
　
一
と
書
い
て
い
ま
す
ヒ

テ
の
死
は
牧
水
に
と
っ
て
、
と
て
も

竜
し
い
出
未
事
て
し
た

　
牧
水
は
第
三
歌
集
『
別
離
昌
に
、

一
途
中
大
阪
に
か
れ
は
逝
き
ぬ
一
と

住
記
し
、
日
高
ヒ
テ
の
死
を
悼
ん
で

次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
ま
す

　
い
ま
瞑
ち
む
寂
し
き
瞳
明
ら
か
に

　
君
は
何
を
か
つ
つ
し
た
り
け
む

　
知
か
り
し
君
か
い
の
ち
の
な
か
に

　
見
ゆ
き
は
ま
り
知
ら
ぬ
、
旧
き
さ
ひ

　
一
げ
さ

　
幸
う
す
く
、
う
ら
若
く
し
て
こ
の

世
を
去
’
．
た
乙
女
へ
の
哀
傷
か
私
達

の
胸
に
も
切
々
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す

レ
御
仁
ヶ
浦
の
歌
碑

、
つ

こ、
つ

と報町i成2年2月号q

「
ヨ

旛
．

］一

@
〕
｛
　
〕
【
　
〕
［
　
と
　
引
d
「

ニ
ワ匡
屓

一
「

、
毒
爵
∫

　
　
　
　
＝

⑰
小
児
の
ス
ポ
ー
リ

　
　
　
瞭
害
－
そ
の
一

　
　
東
郷
町
存
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ん
　
　
　
　
お

　
　
　
外
科
中
間
季
雄

　
最
近
、
ス
ホ
ー
ノ
か
盛
ん
に
な
る

に
つ
れ
て
、
～
供
の
発
育
期
に
お
け

る
ス
ホ
ー
ソ
障
害
か
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
　
そ
こ
て
今
回
は
、
小
児
の

ス
ホ
ー
ノ
を
取
り
」
し
け
て
み
ま
し
ょ

う
　
そ
の
第
一
回
と
し
て
、
ま
す
、

．
」
供
の
連
動
器
（
こ
れ
に
は
眉
、
関

節
、
筋
肉
、
腱
な
と
か
含
ま
れ
ま
す
）

の
特
徴
に
つ
い
て
述
へ
て
み
ま
す

　
発
育
期
の
肩
に
は
、
凪
目
端
課
と
い

つ
料
か
成
長
す
る
部
分
か
あ
り
ま
す

こ
こ
は
軌
ら
か
い
隠
釦
て
て
き
て
お

り
、
こ
こ
か
傷
つ
け
ら
れ
る
と
胃
の

成
長
か
阻
占
さ
れ
、
手
足
の
長
さ
の

違
い
、
骨
や
関
節
の
変
形
な
と
か
起

き
や
す
く
な
り
ま
す

　
こ
の
成
長
線
の
存
／
1
か
成
人
の
骨

と
の
大
き
な
違
い
て
す
　
ま
た
、
筋

肉
や
腱
か
骨
に
付
着
し
て
い
る
所
に

は
、
眉
突
起
と
い
っ
〆
、
同
し
よ
う
に

軌
屑
か
ら
て
き
て
い
る
部
分
か
あ
り

ま
す
　
こ
の
部
分
は
」
人
き
な
力
か

加
わ
る
と
、
筋
肉
や
腱
に
引
っ
張
ら

赴
て
眉
か
は
す
れ
て
し
ま
う
、
い
わ

ゆ
る
劉
離
眉
折
か
お
き
て
し
ま
い
ま

す　
ま
た
、
小
児
の
骨
は
一
般
的
に
大

人
の
骨
よ
リ
柔
ら
か
い
た
め
に
、
く

に
ゃ
r
．
と
曲
が
る
よ
つ
な
折
れ
方
を

す
る
こ
と
か
多
く
、
こ
れ
を
若
木
骨

折
と
い
い
ま
す
　
ま
た
、
同
し
所
に

一
定
の
力
か
加
わ
る
と
（
例
え
ば
長

時
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
後
な
と
）

帽
か
そ
の
力
に
耐
え
か
ね
て
骨
折
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
　
こ
れ
を
疲
労

骨
折
と
旺
ひ
ま
す

　
手
足
の
関
節
に
つ
い
て
み
て
み
ま

す
と
、
小
児
て
は
関
節
の
表
面
を
被

つ
軟
骨
は
非
常
に
厚
く
、
柔
ら
か
く

て
き
て
い
る
た
め
、
軟
骨
か
は
け
落

ち
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
　
惰
と
骨

か
か
つ
か
つ
！
、
軌
匡
か
破
昌
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
の
骨
折
は
、
膝
や
肘
に

よ
く
発
生
し
ま
す

　
次
に
、
筋
肉
や
腱
と
眉
と
の
関
係

に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
　
小
児

の
連
動
器
は
一
様
に
成
長
す
る
の
て

は
な
く
、
各
器
官
に
ス
レ
か
あ
り
ま

す
眉
か
急
速
に
伸
ひ
る
の
に
対
し
、

周
囲
の
筋
肉
や
腱
の
成
長
は
そ
れ
に

追
い
つ
か
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す

つ
ま
り
、
相
対
的
に
貯
や
関
節
に
過

緊
張
か
加
わ
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す

こ
の
過
緊
張
状
態
の
時
に
、
ラ
ン
ニ

ノ
ク
や
／
瀞
、
ン
フ
な
と
の
ス
ホ
ー
ノ

活
動
に
よ
り
筋
肉
や
腱
の
q
着
部
に

下
り
返
し
負
掴
か
か
か
る
と
、
痛
み

や
様
々
な
障
害
か
て
て
く
る
の
て
す

　
以
一
の
よ
う
に
、
イ
供
の
連
動
器

と
い
う
の
は
非
貯
吊
に
損
傷
さ
れ
や
す

い
状
況
に
あ
り
、
こ
の
時
期
に
錘
理

に
ス
ホ
ー
ノ
活
動
を
強
制
す
る
と
容

易
に
障
害
を
醸
し
ま
す
　
要
す
る
に

使
い
過
ぎ
の
怯
態
な
の
て
す
　
～
供

に
は
も
っ
と
自
重
、
な
遊
ひ
、
連
動
か

必
要
と
言
え
る
て
し
．
φ
う

　
次
回
は
、
具
体
的
な
肘
や
膝
の
障

書
に
つ
い
て
述
へ
て
み
ま
す

図
ヂ
〆

鎗
焔

／

讐ラ
謙わ

ス
ビ

ド
落
と
レ
ご

1
町
道
小
野
田
出
ロ
線
1

　
睡
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者

は
、
全
国
て
】
万
一
丁
人
を
越
え
ま

し
た
こ
の
交
通
事
故
を
防
く
に
は
、

一
人
ひ
と
り
か
安
全
連
転
を
心
か
け

る
こ
と
か
な
に
よ
り
大
切
て
す

　
町
年
十
月
、
町
道
小
野
田
出
口
課

の
改
良
整
備
か
終
り
、
同
時
に
朝
夕

の
父
通
量
か
一
度
に
増
加
し
て
い
ま

す
こ
の
直
路
は
直
保
に
倉
カ
ー
フ

か
二
ヶ
心
あ
る
た
め
ス
ヒ
ー
ト
の
出

し
す
ぎ
に
よ
る
事
故
か
心
配
さ
九
て

い
ま
し
た
か
、
開
通
」
ヶ
月
後
、
マ

ノ
タ
物
流
下
の
カ
ー
フ
て
、
軽
ト
ラ

、
ク
と
早
業
に
よ
る
正
面
衡
突
か
あ

り
ケ
カ
人
か
出
て
い
ま
す

　
［
〒
速
、
交
通
安
全
協
会
か
「
ス
ヒ

ー
ト
落
せ
一
の
表
一
兵
を
し
ま
し
た
か

ま
た
守
ら
な
い
人
か
い
る
よ
う
て
す

こ
の
道
路
は
、
高
校
生
の
自
転
車
通

了
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
て
、

ま
す
町
内
の
方
々
か
ス
ヒ
ー
ト
を
落

し
安
全
連
転
に
心
か
け
て
、
他
町
村

の
模
範
を
上
し
、
今
年
こ
そ
交
通
事

故
を
出
さ
な
い
安
全
連
転
一
日
＝
口
の
町

を
実
現
し
ま
し
し
季
つ

　
　
　
　
　
東
郷
町
交
通
安
全
協
会

「　h

，．・

4
r
、

ハ♂

0たしフ

7乙’

）グ
蛎自

　
新
購
入
図
書
を
招
介
し
ま
す

．
寸
供
用
〔
3
6
冊
〕

O
小
さ
い
お
母
さ
ん
O
ち
ひ
つ
．
一
野

球
V
サ
イ
ン
0
3
年
3
祖
は
つ
と
つ

は
ん
0
3
年
2
組
の
わ
す
れ
ん
ほ
O

お
ね
し
ょ
消
防
隊
O
森
の
ね
す
み
の

お
ひ
つ
こ
し
0
3
年
1
組
ホ
ン
ホ
コ

先
生
○
で
し
ゃ
ば
り
魔
女
っ
こ
2
年

牛
O
肉
牛
の
．
一
供
に
な
り
た
い
日
O

な
か
よ
し
3
人
組
き
え
た
こ
っ
か
ん

日
記
○
小
さ
な
お
ね
え
さ
ん
と
大
き

な
い
も
う
と
　
外
2
5
冊

成
人
用
〔
5
9
冊
〕

　
○
心
に
迫
る
ハ
ウ
ロ
の
言
葉
（
曽

野
俊
．
」
）
O
と
う
し
た
ら
も
っ
と
生

き
が
い
の
あ
る
人
生
を
生
き
ら
丑
る

か
（
新
渡
戸
稲
造
）
O
花
の
降
る
午

後
（
宮
本
輝
）
O
春
の
砂
漠
i
・
下

（
並
r
山
石
日
7
枝
）
　
O
由
配
　
（
人
f
良
枝
）

O
　
ハ
ナ
ナ
に
亦
い
一
）
た
目
口
　
（
秋
几
宙
小
）

O
砂
の
家
（
森
瑞
子
）
○
顔
て
笑
’
．

て
心
て
・
凪
い
で
（
扇
谷
止
造
）
○
あ

の
日
あ
な
た
は
（
藤
堂
志
津
子
）
O

響
灘
（
阿
刀
田
高
）
o
か
し
こ
い
女

は
か
わ
い
く
生
き
る
（
佐
藤
稜
f
）

○
こ
ん
な
に
や
せ
て
い
い
か
し
ら
〔

川
津
祐
介
）
○
傷
痕
（
北
力
謙
三
）

O
老
婚
は
ん
さ
い
（
福
水
隆
了
）
O

素
敵
な
女
ほ
と
ウ
ソ
か
う
ま
い
（
和

田
勉
）
外
4
3
冊
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田丁 報　　と

團
回

圃回ふ
る
さ
と
「
牧
水
文
芸
」
募
集

　
牧
水
は
、
ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く

愛
し
た
歌
人
で
あ
り
、
東
郷
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
　
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
私

た
ち
の
さ
さ
や
か
な
文
芸
を
通
し
げ
、

守
．
・
．
て
い
く
た
め
、
ふ
る
さ
〉
二
牧

水
文
芸
一
誌
を
発
行
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
．

　
そ
こ
で
町
内
の
多
．
く
の
皆
さ
ん
の

短
歌
、
散
文
、
俳
ハ
円
、
田
心
い
出
の
’
記

等
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
r
．
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
発
行
は
年
四
回
〔
三
月
・

六
月
・
三
月
・
十
二
月
｝
を
予
定
し

て
い
ま
す
．
．

▽
第
一
回
発
行
　
三
月
中
旬

▽
原
稿
〆
切
　
　
二
月
十
症
目

　
O
短
歌
、
俳
句
は
一
人
五
首
以
内

　
○
散
文
、
思
い
出
の
記
は
原
稿
用

　
　
紙
二
枚
以
内

▽
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
東
郷
早
教
育
委
員
会

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
撹
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定

資
産
一
税
ム
ロ
帳
の
縦
臥
見
浄
芦
行
い
ま
す
．

　
固
定
資
産
税
は
、
　
一
現
況
一
で
課

視
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
の
う
え
確

認
ー
ゾ
て
く
だ
さ
い
．
．

▽
縦
覧
期
間

　
　
3
月
1
日
～
3
月
塾
日

▽
縦
覧
場
所

　
　
役
場
税
務
課

※
　
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
－
人
に

　
限
り
ま
す
．
他
人
名
儀
の
縦
覧
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
．
．

禽
自
働
⑳
一
一
會

　
前
売
入
場
券
発
売

　
今
年
八
月
八
日
か
ら
九
月
卜
六
日

ま
で
の
四
レ
日
間
、
宮
崎
空
港
で
一

食
と
緑
の
博
覧
会
一
が
開
催
さ
れ
ま

す　
こ
の
博
覧
会
は
、
人
類
、
の
根
源
で

あ
る
く
食
〉
と
く
緑
V
の
大
切
さ
を

見
つ
め
直
し
活
力
あ
る
豊
か
な
明
日

の
宮
崎
を
創
造
す
る
た
め
、
県
民
が

共
に
考
え
、
語
り
合
う
場
と
し
て
、

ま
た
、
宮
崎
の
限
り
な
い
．
魅
力
を
県

内
外
の
方
々
に
知
日
．
て
頂
く
な
ど
、

本
県
発
展
を
期
す
る
た
め
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
．
．

　
前
売
入
場
券
を
役
場
会
計
燐
、
取
り

扱
一
．
／
、
い
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
お

求
め
く
だ
さ
い

　
な
お
、
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す

大
　
　
人
l
O
O
O
円
〔
当
日
1
2
0
0
円
｝

シ
ル
バ
ー
7
0
0
円
〔
当
日
8
0
0
巴

高
校
生
　
6
0
0
円
〔
当
日
7
0
0
円
）

小
中
学
生
　
5
0
0
円
〔
当
日
　
6
0
0
円
｝

酒
害
相
談

　
．
般
住
民
に
対
す
る
酒
害
．
1
1
防
思

想
の
普
使
な
ら
び
に
大
量
飲
酒
者
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
岐
び
そ
の
家

族
等
に
対
す
る
相
談
指
導
、
診
断
等

を
行
い
、
酒
害
防
止
対
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
日
程

に
よ
り
個
別
相
談
な
ら
び
に
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
．

▽
主
催
　
宮
崎
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
2
月
2
7
日
　
1
3
時
受
付

▽
場
所
　
延
岡
保
健
所

▽
講
師
　
精
神
科
甫
丁
門
医

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

▽▽
場日
所時

雨2
郷月
町20

中日
央

公9
民時
館l
　l5

　時

融
配
a
と
梱
議

▽
日
時
　
2
月
⑳
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

二
種
混
合
・
三
種
混
合

　
　
　
予
防
接
種

▽
日
時

▽
場
所

▽
日
時

▽
場
所

▽
日
時

▽
場
所

2
月
1
5
日
　
1
4
時
受
付

坪
谷
公
民
館

2
月
1
6
日
　
1
4
時
受
付

山
の
口
集
落
セ
ン
タ
ー

2
月
⑳
日
　
1
4
時
受
付

東
郷
町
中
央
公
民
館

18

膜
試
剏
注
N
診
査

▽
日
時
　
2
月
2
6
日
　
1
3
時
鋤
分

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

　
　
　
今
月
の
納
税
等

摩
魯
弊
聯
摩
嶺
ド
命
融
壷
窃
勢
φ
魯
卑

一
難
繍
蓬
馨
総

禽
傘
聯
戴
轡
癌
亜
聯
遜
壱
督
曝
磯
融

　
（
十
二
月
届
出
分
）

　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

出
生
お
安
、
と
う

固
定
資
産
税
四
期

　　

@　

@　

@　

P
急

　　

@　

@　

@　

@
a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
し
げ
ま
す
．
．

只
）
）
羽
坂
の
福
原
健
一
さ
ん
か
ら

　
〔
茂
さ
ん
、
7
4
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
瀬
の
松
浦
ミ
チ
ヱ
さ
ん
か
ら

　
〔
義
十
さ
ん
、
8
8
歳
ご
死
実
ご

◎
坪
谷
の
策
野
r
歳
さ
ん
か
ら

　
（
那
須
秋
芳
さ
ん
、
8
1
歳
ご
死
去
｝

〔
じ
｝
田
野
の
谷
目
重
義
さ
ん
か
ら

　
〔
多
市
さ
ん
・
8
9
歳
ご
死
実
ご
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